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光を用いたコンピューティングの研究が世界的に活発化している 1-6。その背景には、情報通信

や人工知能等におけるコンピューティング需要の爆発的増大、ムーアの法則の終焉、光デバイス

技術の進展などの複合的な要因があると思われる。光の物理的特徴を生かした機能構築、さらに

はそれを踏まえた材料・デバイス技術・システム技術の創造、逆に、今後の応用の視点から光の

役割や価値を見出すことの重要性は、益々高まっているように思われる。そこで本シンポジウム

では、フォトニクスとコンピューティングの融合領域において、様々な観点から、独自の新たな

研究を牽引されている気鋭の研究者の皆様に、最先端の知見を共有いただき今後の発展性を展望

する。 
ところで、雑誌「光学」の 2014 年 1 月号の特集「光学情報処理，故きを温ねて新しきを知る」

は、1980 年代の光コンピューティングからその後をレビューした内容だった。このなかで、石川

は、コンピューティングの基本要件や様々な難しいトレードオフを整理した上で、「何らかの情報

処理に最適なコンピューティングの構造は、与えられた制約条件のもとで時代とともに変化し、

進化していくことになる」と普遍的ステートメントを冒頭で述べている 7。まさにその通りに、1980
年代と現在さらに将来では、光の利用可能性も応用環境も異なっており、今後のフォトニクスと

コンピューティングの融合領域における新たな創造性が強く求められていると言える。 
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